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１．人口ビジョンの位置付け及び目的

第2期喬木村総合戦略の策定のため、2021年に人口ビジョンを時点修正を行いま

した。

２．人口ビジョンの対象期間

　人口ビジョンは、国の長期ビジョンと同期間である2060年（令和42年）とします。

認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示すものです。

　この人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨を踏まえ、

喬木村における人口の現状を分析したうえで、広く住民の皆さんと人口に関する

方向等を示す喬木村総合戦略を企画立案する上での基礎データとするもので、

　また、人口減少の克服や村創生に関する今後の5カ年の目標や施策の基本的
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３．人口の現状分析
（３－１）総人口の推移と将来推計

＊1 社人研推計：国立社会保障･人口問題研究所の将来推計で、国勢調査人口を基に推計
＊2 独自推計計：国勢調査人口ではなく、喬木村住民基本台帳登録者を基に推計した人口で、基準となる
                        人口以外の条件は社人研推計と同じ条件として推計

　本村の人口は、住民基本台帳登録者（以下「住基」という）ベースで、1948年の10,235人をピーク

に減少傾向が続き、2001年以降に減少が加速化し、2020年では6,287人となっています。

　直近の５年間である2015年から2020年の人口減少は、その前の５年間の減少幅よりも大きくなっ

ており、この５年間の変化を基に推計した独自推計では、今後もさらに人口減少が続き2040年には

4,729人となる見込みです。

　なお、基準となる人口について、国勢調査は調査の実施が５年周期であり１年ごとの人口の把握が

困難なこと、及び、住民票発行や税の賦課等の村の業務は住基を基に行っていること等のため、以

降の分析や推計で用いる人口は住基を基本として扱うものとします（一部住基では把握できない数値

については国勢調査人口を用いています）。
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（３－２）年齢３区分人口の推移と将来推計

*住基を基に推計した独自推計より

  なお1995年の年齢3区分は国調人口より推計

　年齢３区分別人口では、1995年以降、年少人口及び生産年齢人口は減少傾向が続いています。

また生産年齢人口が順次老年人口に移り、平均寿命が延びていることから、老年人口は増加して

いますが、2020年をピークに減少に転じる推計となっています。また、75歳以上人口は、2030年ま

では増加し、その後は、減少に転じることが予想されています。
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（３－３）自然増減（出生数、死亡数）及び社会増減（転入数、転出数）の推移

＊住基より

　自然増減については、2015年度以降はいずれも死亡数が出生数を上回る自然減の状況が続い

ています。出生数は概ね横ばい、死亡数は増加傾向にあり人口減少の大きな要因となっています。

　社会増減については、宅地分譲などの施策により変動はあるものの、2015年を除き、転出が転入

を上回る社会減となっており、こちらも人口減少の要因となっています。
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（３－４）年齢区分別人口移動

5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～
1980-85 46 23 -48 -96 53 46 2 5 -2 -1 -8 -16 -29 -44 -54 -83 -77 -33 
1985-90 18 22 -77 -119 18 -1 -3 22 -2 11 7 -13 -15 -37 -43 -88 -62 -21 
1990-95 10 22 -83 -145 22 -10 4 5 5 21 8 -7 -4 -31 -25 -49 -64 -47 
1995-00 40 39 -58 -139 61 41 46 15 3 4 -4 -20 -13 -39 -47 -70 -105 -39 
2000-05 6 3 -56 -162 25 -16 8 -19 0 17 12 -17 -10 -23 -34 -64 -89 -54 
2005-10 33 28 -43 -121 42 8 25 17 3 -9 9 12 -15 -17 -39 -92 -108 -67 
2010-15 16 17 -39 -99 20 -29 24 -5 -22 5 -1 -13 -18 -24 -27 -69 -127 -86 

＊国勢調査

　10～14歳の区分から15～19歳の区分になるときと、15～19歳の区分から20～24歳の区分になるときには、大幅に人口が減っています。転出の主な原因は、

飯田下伊那管内以外への進学や就職が推測されます。

　一方、20～24歳の区分から25～29歳の区分になるときには、人口が増えています。進学から地元への就職等によるUターンが推測されますが、前出の人口

減少分を取り戻すことはできていません。

　65～69歳の区分以上では、人口は全て減少となっていますが、死亡によることが推測されます。なお、聞き取りによると、この高齢者の区分では、独居となり

村外の子息の家への転出や村外の介護施設等への入所も推測されます。
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（３－５）地域間移動の状況

＊毎月人口異動報告書（2015.1－2020.11）より

　本村における2015年から2020年にかけての人口移動は、転入は843人、転出は955人で、112人の社

会減となっています。

　内訳を地域別でみると飯田市が最も多く、南信州地域内全体では、転入は497人、転出は506人で、

9人の社会減となっています。

　一方、南信州地域以外の長野県内の転入は124人、転出は140人で、16人の社会減となり、県外（国

外含む）では、転入は222人、転出は309人で、87人の社会減となっています。
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（３－６）合計特殊出生率の推移

1983-87 1988-92 1993-97 1998-20022003-07 2008-12 2013-17
S58-62 S63-H4 H5-9 H10-14 H15-19 H20-24 H25-29

全国 1.53 1.44 1.36 1.31 1.38 1.43
長野県 1.84 1.72 1.65 1.57 1.50 1.53 1.57

喬木村 1.86 1.8 1.71 1.78 1.61 1.62 1.68

＊厚生労働省　人口動態特殊報告（ベイズ推定値）

　本村の合計特殊出生率は、全国平均、長野県平均のいずれよりも高くなっています。

　また、いずれも2003-07年を最低値として、以降上昇傾向にあり、2013-17年には本村

で1.68となりましたが、人口置換水準※の2.07を大きく下回っています。

※人口置換水準：人口を長期的に一定に保つことができる合計特殊出生率の水準
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（３－７）性別年代別未婚率の推移

既婚 133人 71% 185人 81%

未婚 55人 29% 42人 19%

合 計 188人 100% 227人 100%

既婚 120人 83% 147人 81%

未婚 25人 17% 34人 19%

合 計 145人 100% 181人 100%

既婚 125人 62% 164人 68%

未婚 77人 38% 78人 32%

合 計 202人 100% 242人 100%

既婚 116人 70% 141人 69%

未婚 50人 30% 63人 31%

合 計 166人 100% 204人 100%

＊1 年齢は「2015」が2015/10/1時点での年齢、「2020」が2020/6/1時点での年齢（35～39・40～45歳）
＊2 使用データは2015/9/15時点と2020/6/1時点での住基
＊3 男性の既婚判定に関して、非本籍者で筆頭者は『既婚』として数える

　男女ともに35-39歳では2015年より2020年の方が未婚率が約10％低くなっています。また、男女ともに

2015年に35-39歳で未婚だった方のうち、10数名程度が2020年に既婚となりました。このこともあり、いず

れの年代も2015年より2020年の方が既婚率が高いか同率となっています。

　しかし、既婚率は高くなる一方で2020年の方が人口が少ないため、既婚者数は減少しています。
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（３－８）既婚女性の子ども数

既婚女性数

人 0人 1人 2人 3人 4人

35-39歳 12 17 53 37 1 120 # # 35-39歳 1.6人 2.0人 2.2人
40-44歳 12 26 57 45 7 147 # # 40-44歳 1.7人 2.1人 2.2人

※35歳から44歳までの女性の子ども数

既婚女性数

割合 0人 1人 2人 3人 4人

35-39歳 10% 14% 44% 31% 1% 100% #

40-44歳 8% 18% 39% 31% 5% 100% #

　 年齢は2020/6/1時点での年齢（35～39・40～45歳）
＊使用データは2020/6/1時点での住基　（転出した子供等、住民登録されていない子供は含まない　＊生涯出産数ではない）

　既婚女性の子どもの数は、２人が４割を越え最も多くなっており、続いて３人が約３割となっています。

　子ども平均数は、未婚も含む女性全体では1.6～1.7人、既婚女性では2.0～2.1人、既婚で子どものいる女性では2.2人となっています。
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（３－９）産業別就業者数

農業 林業 漁業 鉱業 建設業製造業電気・ガス・熱供給・水道業情報通信業運輸業卸売・小売業金融・保険業不動産業学術研究・専門・技術ｻｰﾋﾞｽ業飲食店・宿泊業生活関連・ｻｰﾋﾞｽ業・娯楽業医療・福祉教育・学習支援業複合ｻｰﾋﾞｽ事業ｻｰﾋﾞｽ業（他に分類されないもの）公務（他に分類されないもの）分類不能の産業総数
2005年 809 8 2 1 424 800 18 23 122 559 38 7 92 353 129 94 306 75 9 3869
2010年 664 22 0 2 362 732 13 25 128 496 46 19 52 102 94 408 137 69 105 86 34 3596
2015年 596 16 0 4 318 705 15 13 125 481 48 17 62 114 89 446 131 54 107 90 2 3433
2005-2015推移（増減）-213 8 -2 3 -106 -95 -3 -10 3 -78 10 10 62 22 89 93 2 -40 -199 15 -7 -436 

＊国勢調査　H17(2005）、H22(2010年）、H27(2015年）

　産業別就業者数では、製造業が最も多く、農業、建設業、卸売り.小売業、医療・福祉も続いて多くなっています。

　2005年から2015年の推移では、農業、建設業、製造業、卸売り･小売業が大きく減少となっており、産業全体では436人の減少となっています。

　一方、学術研究、生活関連、医療・福祉の分野では増加しています。
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４．住民の意向

（４－１）長野県出身学生の就職先候補地域

県内大学生 県外大学生

（回答数：331人） （回答数：88人） （回答数：243人）

長野県 54.1% 72.7% 47.3%

東京都 38.1% 22.7% 43.6%

神奈川県 15.1% 8.0% 17.7%

埼玉県 10.0% 4.5% 11.9%

大阪府 10.0% 2.3% 12.8%

千葉県 9.4% 4.5% 11.1%

愛知県 8.8% 4.5% 10.3%

　　　　　　　　　　　　　＊長野県「平成27年U・Iターン就職状況等に関する調査」　　複数回答可

　長野県出身学生の就職先の候補地域について、長野県を候補にしている学生は、54.1％と

なっています。他都道府県では、東京都（38.1％）、神奈川県（15.1％）等首都圏を候補にあげ

る学生が多くなっています。

　現在の居住地別では、長野県在住の学生は、72.7％が長野県を就職先の候補としています。

一方、県外在住の学生は、長野県を就職先の候補とする割合は、47.3％にとどまっています。

就職先
候補地

合　　計
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（４－２）地方移住の意向

　東京在住の50代男性の50.8％、60代男性の36.7％が地方への移住意向を示しています。

　また、50代女性の34.2％、60代女性の28.3％が、地方への移住意向を示していますが、

その割合は、男性より低くなっています。

　50代以上都市住民の地方への定住願望は、2005年から2014年への推移では、どの年代

でも、増加の傾向となっています。
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（４－３）独身者の結婚意向

すでに結婚す
る予定がある

すぐにでも
結婚したい

2・3年以内に
結婚したい

いずれは
結婚したい

結婚する
つもりはない

わからない

2019 3.3 7.8 8.7 35.7 20.2 24.2

2015 4.5 11.9 15.9 36.3 14.1 17.4

　　　　　　　　＊平成27年,令和元年長野県民の結婚・出産・子育てに関する調査

　2019年の独身者の結婚意向は、「すでに結婚する予定がある」から「いずれは結婚したい」までを

合わせると、約5割強（55.5％）が結婚の意向があると回答しています。

　　　＊性別、年代別「わからない」の回答を除いた場合

すでに結婚す
る予定がある

すぐにでも
結婚したい

2・3年以内に
結婚したい

いずれは
結婚したい

結婚する
つもりはない

人　数

2019 3.0 9.1 5.3 30.3 52.3 100.0 156

2015 5.1 10.3 9.6 43.6 31.4 100.0 156

2019 7.9 16.4 14.3 37.1 24.3 100.0 149

2015 6.0 24.8 18.8 34.2 16.1 99.9 149

2019 8.1 2.7 16.1 60.4 12.8 100.1 218

2015 7.8 11.0 27.1 44.0 10.1 100.0 218

2019 2.3 13.5 7.7 45.5 31.1 100.1 193

2015 2.6 17.1 12.4 46.6 21.2 99.9 193

2019 2.4 14.4 12.8 51.2 19.2 100.0 226

2015 6.2 15.0 22.6 42.5 13.7 100.0 226

2019 3.0 3.0 15.8 61.4 16.8 100.0 133

2015 3.8 8.3 22.6 53.4 12.0 100.1 133

　　　　　　　　＊平成27年,令和元年長野県民の結婚・出産・子育てに関する調査

　性別、年代別の回答をみると全ての性、年代で2015年よりも2019年の方が、「結婚するつもりはない」

と回答した割合が増加しています。特に40代では男女共に他の年代と比べて大幅に増加しています。
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（４－４）理想の子どもの数（既婚者）
R1 H27

０人 5.9% 4.6%

１人 4.9% 3.7%

２人 44.8% 43.6%

３人 38.1% 42.2%

４人 4.0% 4.2%

５人以上 2.3% 1.8%

（2015年平均　2.44人）

＊令和元年長野県民の結婚・出産・子育てに関する調査

　2019年の既婚者の理想の子ども数は、２人が44.8％で最も高くなっており、次いで３人が38.1％

となっています。

　３人以上を2015年と比較すると、3.7％減少しており、３人以上の子ども数を理想とする既婚者が

減少しているといえます。

　このため、平均人数も2015年が2.44人であったのに対して、2019年は2.37人となり、微減してい

ます。

2019年平均　２．３７人

0人
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2人
43.6%3人

42.2%

4人
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理想の子どもの数（既婚者）

０人
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2019:平均 2.37人

2015：平均 2.44人
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５．人口推計の分析
　この人口推計は、国立社会保障･人口問題研究所の将来推計を基に、基準となる人口に住基を用いて、推計及びシュミレーションを行っています。

（５－１）現行推移による予測

①総人口の予測 ②子ども（１５才未満）人口の予測

③生産年齢人口（１５歳～６４歳）の予測

　2015年から2020年の人口推移がこのまま続くとした現行推移による予測では、５年後の2025年の人口は5,864人（▲6.7％）、40年後の2060年は3,431人（▲45.4％）となり、人口が

半減することが予想されます。

　子どもの数は、5年後の2025年で737人（▲10.8％）、40年後の2060年は399人（▲51.7％）となり、全体の減少よりさらに大きな割合で減少することが予想されます。

　また、生産年齢人口も、5年後の2025年で3,108人（▲7.8％）、40年後の2060年は1,640人（▲49.9％）となり、大きな割合で減少することが予想されます。
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（５－２）合計特殊出生率を2.07（人口置換水準）とする予測
＊合計特殊出生率が毎年高まり、2040年に2.07を達成し、以後はその水準を維持すると仮定

①総人口の予測
②子ども（１５才未満）人口の予測

③生産年齢人口（１５歳～６４歳）の予測

　2015年から2020年の人口推移をもとに、「出生率が国の人口置換水準とされる2.07を実現した場合」の予測では、5年後の2025年の人口は5，879人（▲6.5％）、40年後の2060年は

3，674人（▲41.6％）となり、現行推移による予測と比べ、微増となっています。

　また、子どもの数は、5年後の2025年で752人（▲9.0％）、40年後の2060年は529人（▲36.0％）となっています。
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（５－３）移住により現状程度の人口を維持するための予測
＊ア：30代前半夫婦＋4才以下の子ども　　イ：20代前半夫婦　　ウ：60代前半夫婦　のアイウを１組とした組み合わせが、毎年7組（21世帯49人）が移住すると仮定

①総人口の予測
②子ども（１５才未満）人口の予測

③生産年齢人口（１５歳～６４歳）の予測

　2015年から2020年の人口推移をもとに、『ア：30代前半夫婦＋4才以下の子ども』　『イ：20代前半夫婦』　『ウ：60代前半夫婦』のア・イ・ウの組み合わせで、毎年7組（21世帯49人）が

移住により転入することが実現した場合は、5年後の2025年の人口は6,125人（▲2.6％）、40年後の2060年は5,543人（▲11.8％）となり、現状程度の人口を維持することができると

予想されます。

　また、子どもの数は、5年後の2025年で826人（▲4.6％）、40年後の2060年は770人（▲6.8％）となり、総人口同様に現状程度となっています。
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（５－４）20代後半、30代前半世代のUターンが実現した場合の予測

①総人口の予測 ②子ども（１５才未満）人口の予測

③生産年齢人口（１５歳～６４歳）の予測

　2015年から2020年の人口推移をもとに、10代の後半、20代の前半の世代で転出により減少した人口を、「20代後半、30代前半世代のUターンの実現により取り戻した場合」の予測では、

5年後の2025年の人口は6,041人（▲3.9％）、40年後の2060年は4,717人（▲25.0％）となり減少が予想されます。

　また、子どもの数は、５年後の2025年で754人（▲8.7％）、40年後の2060年は600人（▲27.4）となり、総人口同様に減少が予想されます。
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（５－５）地区別人口推計（現行推移：16地区） 2025年以降の推計は住基に基づく人口をもとに国立社会保障・人口問題研究所の人口推計方法を用い独自に推計（2010～2020年は6月1日付住基人口）

➀下段地区 推計では地区別の合計特殊出生率を個別に用いているほか、村内の介護施設等入所者等を除いている等のため、各地区の合計人数が村全体の将来推計とは一致しない。

【阿島　北地区】 【阿島　寺の前地区】

【阿島　郭地区】　 【阿島　町地区】

【阿島　南地区】 【小川　馬場地区】
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【小川　両平地区】 【小川　田上川地区】
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地区ごとの現行推移による人口予測では、2060年には、下段地区の9地区のすべての地区で人口が減少することが

予想されます。特に、「阿島　寺の前地区」では、6割以上の大幅な減少が予想されます。
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②中段地区
【阿島　帰牛原地区】 【小川区　上平地区】

中段の2地区では、2060年には、「阿島　帰牛原地区」で増加が予想されますが、「小川　上平地区」では5割以上の減少が予測されています。
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③上段【山間】地区
【富田区】 【大和知区】

【氏乗区】 【大島区】
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上段の5地区では、2060年には全ての地区で減少が予測されています。「富田地区」以外の地区では、半減または、それ以上の大幅な減少が予想されます。
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６．将来展望に関する基本目標

　これま
での人口

〇基本目標１：　安定した雇用を創出する

〇基本目標２：　つながりを築き、新しい人の流れをつくる

〇基本目標３：　結婚・妊娠・出産・子育ての希望を実現しやすい環境を整える

〇基本目標４：　地域の活力を確保し、安心して暮らすことができる、時代に合ったむらをつくる

こ れ ま で の 人 口 の 現 状 分 析 や 意 向 を 整 理 す る と 、 年 少 人 口 と 生 産 年 齢 人 口

は 減 少 し て お り 、 現 在 は 増 加 し て い る 高 齢 者 人 口 も 近 い 将 来 減 少 に 転 じ 、 総

人 口 は 急 速 に 減 少 す る こ と が 推 測 さ れ て い ま す 。

自 然 増 減 に つ い て は 、 出 生 率 は 上 昇 し て い る も の の 若 い 子 育 て 世 代 の 人 口

減 少 が 続 い て お り 、 近 年 子 ど も の 生 ま れ る 数 は ほ ぼ 横 ば い に 推 移 し て い ま

す 。 し か し 、 3 0 代 後 半 の 未 婚 率 が 、 男 性 で 約 ３ 割 、 女 性 で 約 ２ 割 と な っ て い る

こ と や 、 理 想 の 子 ど も 数 も ５ 年 前 よ り 減 少 し て い る こ と も あ り 、 出 生 数 は 今 後

減 少 す る お そ れ が あ り ま す 。 一 方 で 、 高 齢 者 の 増 加 に よ り 死 亡 数 は 増 加 傾 向

と な り 、 自 然 減 が 大 き く な っ て い ま す 。

社 会 増 減 に つ い て は 、 近 年 で は 、 2 0 1 5 年 度 を 除 き 、 転 出 が 転 入 を 上 回 っ て

お り 、 社 会 減 と な っ て い ま す 。 特 に 1 0 代 後 半 か ら 2 0 代 前 半 の 転 出 が 顕 著 で 、

2 0 代 後 半 や 3 0 代 後 半 に 転 入 が あ る も の の 、 減 少 数 を 取 り 戻 す こ と が で き て お

ら ず 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 要 因 と な っ て い ま す 。 ま た 、 そ の こ と は 、 子 育 て 年

代 の 人 口 減 少 に 繋 が り 、 年 少 人 口 も 減 少 と な っ て き て い ま す 。

ま た 、 地 域 間 移 動 で 、 関 東 圏 や 南 信 州 以 外 の 県 内 へ の 転 出 が 多 い こ と や 、

2 0 代 前 半 ～ 3 0 代 前 半 で 大 き な U タ ー ン 等 の 増 加 に 繋 が ら な い こ と は 、 魅 力 あ

る 仕 事 が 少 な い こ と も 要 因 で あ る と 考 え ら れ ま す 。

本 村 で は 、 国 に 先 行 し て い る 少 子 高 齢 社 会 へ の 対 応 に つ い て は 、 早 く か ら 取

り 組 み を 進 め て 来 ま し た 。 少 子 対 策 と し て 子 育 て 支 援 を 重 視 し 、 I C T 教 育 の 推

進 、 福 祉 医 療 の 充 実 、 こ ど も 学 遊 館 等 の 整 備 、 児 童 ク ラ ブ の 充 実 等 を 継 続 し

て 実 施 し て い ま す 。

ま た 、 人 口 減 少 に 対 し て は 、 村 の 上 段 、 中 段 、 下 段 ご と に 施 策 展 開 を 行 い 、

宅 地 分 譲 地 や 若 者 定 住 住 宅 の 整 備 、 住 宅 用 地 の 取 得 補 助 、 住 宅 新 築 補 助 等

を 行 い 、 一 定 の 成 果 を 得 て き て い ま す 。

し か し な が ら 、 急 激 な 人 口 減 少 を 止 め る に は 至 っ て い な い の が 現 状 で す 。

人 口 減 少 へ の 取 り 組 み は 、 村 の 存 続 、 地 域 の 活 力 の 維 持 の 観 点 か ら も 喫 緊 の

課 題 で あ る こ と を 再 認 識 し 、 次 の ４ 項 目 を 基 本 目 標 と し て 定 め る こ と と し ま す 。
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７．人口の将来展望
これまでの、人口推計や調査の結果をもとに、目指すべき将来人口規模について、次のとおり展望します。

　　　　※20代夫婦、30代夫婦と子、60代夫婦の各２組ずつの合計14名

以上の取り組みにより、総人口について、2025年で6,000人以上、2060年で5,000人以上を目指し、子ども（年少）人口については、

800人以上を目指します。

　　＊住基人口を基準に、社人研の将来推計に上記(1)､(2)､(3)の条件を適用した推計

⑤社会増減の将来展望

（１）　出会い・結婚・出産・子育て環境の整備に取り組み、合計特殊出生率2.07を目指します。
（２）　仕事、住宅環境の整備に取り組み、20代前半～30代前半の流出率半減を目指します。
（３）　移住（UIJターン）環境の整備に取り組み、世代の組み合わせ各２組（14人）/年の転入※を目指します。

（2015－19年） （2040年） （2060年）

転出者数 163人/年 → 131人/年 → 131人/年

転入者数 150人/年 → 164人/年 → 164人/年

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

社会増減 △13人/年 → ＋33人/年 → ＋33人/年

【 目 標 人 口 】
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